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１
．
は
じ
め
に 

―
「
鬼
才
」
の
前
で
立
ち
ど
ま
る 

―

　
「
昔
話
採
集
の
鬼
才（

１
）」「

昔
話
の
為
に
生
れ
て
来
た
か
と
思
ふ
や
う
な
人（

２
）」

と
評
さ
れ
た
の
は
、
喜
界
島
出
身
の
岩
倉
市
郎
（
一
九
〇
四
年
十
一
月
四
日

―
一
九
四
三
年
九
月
四
日
）
で
あ
る
。「
民
間
傳
承
の
他
の
部
門
は
知
ら
ず

昔
話
の
領
域
に
於
て
は
、
吾
々
が
知
る
限
り
で
は
最
も
優
れ
た
最
も
經
驗
豐

か
な
採
集
者
の
一
人
で
あ
り
、
そ
の
採
集
の
量
に
於
て
同
君
の
右
に
出
る
者

は
な
い（

３
）」

と
し
て
、そ
の
「
昔
話
の
實
地
採
集
量
」
と
「
卓
越
せ
る
採
集
技
倆（

４
）」

と
に
は
、
生
前
か
ら
太
鼓
判
を
押
さ
れ
て
い
た
。

　
「
最
も
優
れ
た
最
も
經
驗
豊
か
な
採
集
者
の
一
人
」
で
あ
る
と
い
う
け
れ

ど
も
、
ど
の
よ
う
に
「
優
れ
」
て
い
る
の
か
、
ど
ん
な
「
經
驗
」
を
積
ん
で

き
た
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
み
る
と
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
わ
か
ら
な
い
ま

ま
、
と
に
か
く
「
鬼
才
」
な
の
だ
と
、
受
け
流
し
て
き
た
自
分
に
気
づ
く
。

　

没
後
六
十
年
以
上
が
経
つ
現
在
、
従
来
の
評
価
を
く
り
返
す
ば
か
り
で

は
、
肝
心
な
と
こ
ろ
が
見
え
に
く
い
。
た
と
え
ば
、
文
野
白
駒
の
筆
名
で
世

に
送
り
出
し
た
、
最
初
の
昔
話
集
『
加
無
波
良
夜
譚
』
以
来
、
岩
倉
の
「
採

集
技
倆
」
を
支
え
て
き
た
技
術
の
ひ
と
つ
に
、
速
記
術
が
あ
る
。「
伝
承
者

か
ら
あ
り
た
け
の
昔
話
を
聞
き
、
そ
れ
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
速
記
で
記
録

し
て
し
ま
う（

５
）」と

い
う
一
九
六
〇
年
時
点
で
の
速
記
に
対
す
る
と
ら
え
方
は
、

一
九
八
七
年
の
事
典
記
述
に
お
い
て
も
、「
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
使
用
さ

れ
る
以
前
の
調
査
で
あ
り
な
が
ら
、
話
者
の
語
り
口
調
を
そ
の
ま
ま
文
字
化

し
て
し
ま
う
技
術
は
他
の
調
査
者
の
追
随
を
許
さ
な
い（

６
）」

と
大
枠
で
く
ず
れ

る
こ
と
な
く
、
引
き
つ
が
れ
る（

７
）。

速
記
術
は
、
ほ
ぼ
三
十
年
を
経
て
も
な
お
、

「
そ
の
ま
ま
文
字
化
」
と
い
う
取
り
上
げ
方
で
片
づ
け
ら
れ
て
し
ま
う
。

　

速
記
を
活
用
し
て
も
生
じ
る「
書
落
し
」に
は
岩
倉
自
身
、気
づ
い
て
お
り
、

「
…
…
」
と
い
う
表
記
で
書
き
落
と
し
た
部
分
を
明
示
す
る
工
夫
も
こ
ら
す（

８
）。

ま
た
、「
五
十
音
で
は
寫
せ
な
い
發
音（

９
）」

や
、「
婆
樣
の
口
か
ら
出
る
、
一
種

の
昔
話
的
韻
律
、
昔
話
の
持
つ
特
殊
な
情
調
を
寫
取
し
再
現
す
る
こ
と
は
不

可
能

（
（（
（

」で
あ
る
こ
と
に
ふ
れ
る
。
耳
に
聞
こ
え
る「
發
音
」、口
か
ら
出
る「
韻

律
」「
情
調
」
を
、文
字
に
う
つ
し
と
る
こ
と
の
む
つ
か
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
、

岩
倉
の
手
は
動
い
て
い
た
よ
う
に
思
う
。「
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
」「
そ
の
ま

ま
文
字
化
」
で
片
を
つ
け
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
聴
き
と
り
、
書
き
と
る

記
述
へ
の
模
索
と
「
態
」
へ
の
気
づ
き

―
岩
倉
市
郎
の
聴
き
書
き
を
考
え
る
―

藤 

久
　
真 

菜
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中
で
岩
倉
が
働
か
せ
た
取
捨
選
択
や
、
こ
ら
し
た
工
夫
、
気
づ
き
や
試
行
錯

誤
の
跡
を
た
ど
る
こ
と
を
始
め
た
い
。

２
．
五
冊
の
昔
話
集

　

岩
倉
市
郎
の
仕
事
は
、
昔
話
に
関
す
る
も
の
に
限
ら
ず
、
喜
界
島
の
方
言

集
（
（（
（

や
民
俗
誌
の
数

（々
（（
（

に
わ
た
る
が
、
本
稿
で
は
昔
話
資
料
を
中
心
に
し
て
考

察
を
進
め
る
。
岩
倉
の
編
ん
だ
昔
話
集
を
刊
行
順
に
挙
げ
る
と
、
①
『
加
無

波
良
夜
譚
』（
筆
名
文
野
白
駒　

一
九
三
二
・
一　

玄
久
社
発
行
・
三
元
社
売

捌
）、
②
『
沖
永
良
部
島
昔
話
』（
一
九
四
〇
・
二　

民
間
傳
承
の
會
／
財
団

法
人
民
俗
学
研
究
所
編　

一
九
五
五
・
四　

古
今
書
院
再
刊
）、
③
『
喜
界
島

昔
話
集
』（
一
九
四
三
・
一　

三
省
堂
／
一
九
七
四
・
二
再
刊
）、
④
『
南
蒲
原

郡
昔
話
集
』（
一
九
四
三
・
十
二　

三
省
堂
／
一
九
七
四
・
二
再
刊
）、
⑤
『
甑

島
昔
話
集
』（
一
九
四
四
・
三　

三
省
堂
／
一
九
七
三
・
十
一
再
刊
）
の
五
冊

で
あ
る

（
（（
（

。

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
時
点
か
ら
、
こ
れ
ら
一
冊
一
冊
に
至
る
ま
で
の
間

に
、
聴
き
た
め
た
資
料
は
、
い
ろ
い
ろ
な
媒
体
に
書
き
こ
ま
れ
、
第
三
者
の

前
に
届
く
。
私
は
ま
だ
目
に
し
た
こ
と
が
な
い
け
れ
ど
も
、
ま
ず
、
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
の
最
中
に
使
用
し
て
い
た
速
記
ノ
ー
ト

（
（（
（

、
さ
ら
に
速
記
を
反

訳
、
整
理
し
た
段
階
の
資
料
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
も
と
に
、
書
簡
の
か
た
ち

で
送
り
出
す
こ
と
も
あ
れ
ば
、雑
誌
へ
寄
稿
す
る
こ
と
も
あ
る
。
資
料
報
告
、

日
記
風
に
し
た
た
め
た
記
録
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
経
験
談（

（（
（

な
ど
、
ス
タ

イ
ル
も
様
々
で
あ
る
。
一
冊
の
本
へ
と
ま
と
め
て
い
く
過
程
で
、
記
述
の
仕

方
や
題
名
が
変
わ
っ
て
い
く
場
合
も
あ
る
。
そ
の
変
遷
を
み
る
上
で
も
、
そ

れ
ぞ
れ
の
昔
話
集
に
つ
い
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
時
期
や
発
表
媒
体
と

い
っ
た
資
料
群
の
経
歴
を
整
理
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
本
稿
の
主
眼
は
、

岩
倉
市
郎
の
聴
き
書
き
を
考
え
る
こ
と
に
置
い
て
、
資
料
の
経
歴
の
詳
細
に

つ
い
て
は
別
稿
で
紙
幅
を
さ
き
た
い
。

　

五
冊
の
昔
話
集
の
も
と
と
な
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
時
期
は
、
①
③
④

は
一
九
三
〇
年
代
前
半
、②
⑤
は
後
半
で
あ
る
。
岩
倉
が
昔
話
を
聴
き
集
め
、

書
き
と
め
た
一
九
三
〇
年
代
は
、「
昔
話
は
ど
う
い
ふ
風
に
採
集
記
錄
す
る

が
よ
い
か

（
（（
（

」
に
つ
い
て
模
索
さ
れ
始
め
た
時
期
と
も
か
さ
な
る
。

　

一
九
三
一
年
四
月
、『
旅
と
傳
説
』（
四
―
四
）
に
、
柳
田
國
男
が
「
昔
話

採
集
者
の
爲
に
」
を
寄
稿
す
る
。
こ
こ
で
、「
將
來
の
國
内
採
集
家
」
に
向

け
て
、「
本
來
形
式
を
重
ん
ず
る
口
碑
で
あ
つ
た
」昔
話
を
書
き
と
め
る
際
に
、

「
略
」
し
た
り
、「
學
問
あ
る
人
た
ち
の
餘
分
の
干
與
」「
上
品
過
ぎ
る
翻
譯
」

「
繋
ぎ
合
せ
」「
虚
構
」
を
施
す
と
い
っ
た
「
破
壞
事
業
」
を
戒
め
る
。

　

そ
の
三
年
後
、
磯
貝
勇
『
安
藝
國
昔
話
集
』（
一
九
三
四　

岡
書
院
）
に

付
さ
れ
た
「
一
つ
の
感
想
」
と
い
う
文
章
の
中
で
、
早
川
孝
太
郎
が
「
昔
話

の
採
錄
」
に
つ
い
て
述
べ
る
。「
採
錄
者
が
説
話
者
を
前
に
し
て
、
そ
の
口

か
ら
漏
れ
る
處
を
記
錄
す
る
」
や
り
方
と
、「
採
錄
者
が
同
時
に
説
話
者
を

兼
ね
て
ゐ
て
、
幼
年
時
代
又
は
そ
れ
以
降
に
於
け
る
、
嘗
て
の
記
憶
を
記
述

す
る
」
や
り
方
と
の
「
二
つ
の
樣
式
」
を
考
え
て
い
る
。

　

一
九
三
六
年
五
月
、『
昔
話
研
究
』
誌
上
に
、柳
田
國
男
「
昔
話
採
錄
樣
式
」

が
載
り
、
三
ヶ
月
後
に
は
『
昔
話
採
集
手
帖
』（
柳
田
國
男
・
関
敬
吾
編　

一
九
三
六
・
八　

民
間
傳
承
の
會
）
が
刊
行
さ
れ
る
。
手
帖
に
収
め
ら
れ
た

「
昔
話
を
愛
す
る
人
に
」
と
合
わ
せ
て
、
こ
の
時
期
に
柳
田
は
、
甲
乙
丙
丁
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式
の
四
通
り
の
採
録
様
式
を
示
す
。「
聽
い
た
こ
と
を
聽
い
た
通
り
に
」
書

く
甲
式
か
ら
、「
筋
を
明
か
に
す
る
を
主
と
す
る
」
乙
式
、
知
ら
れ
た
型
と

「
異
な
つ
た
部
分
の
み
を
報
告
す
る
」
丙
式
、「
單
に
名
稱
を
掲
げ
て
、
其
存

在
を
報
告
す
る
だ
け
」
の
丁
式
に
至
る
ま
で
、
甲
乙
丙
丁
は
「
記
述
の
精
粗

の
階
段
を
意
味
す
る
」。

　

実
地
に
向
け
て
、
そ
の
報
告
の
仕
方
を
「
全
國
共
通
に
さ
せ
る

（
（（
（

」
企
て
が

始
ま
る
と
同
時
に
、
実
地
か
ら
も
ま
た
、「
採
錄
」
の
方
法
が
意
識
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
。ど
の
よ
う
に
聴
い
て
書
く
の
か
と
い
う
模
索
の
た
だ
な
か
に
、

岩
倉
市
郎
は
『
加
無
波
良
夜
譚
』
を
投
げ
こ
ん
だ
。
そ
の
「
小
序
」
で
、「
極

め
て
未
熟
な
速
記
法
に
依
つ
て
、出
來
る
丈
忠
實
に
寫
す
こ
と
に
努
力
し
た
」

記
述
で
あ
る
こ
と
と
、「
時
々
近
所
か
ら
も
聽
手
が
集
つ
て
、
婆
樣
の
話
の

合
間
に
、
新
手
の
話
者
な
ど
も
這
入
つ
た
」
と
い
う
集
ま
る
「
聽
手
」
と
に

つ
い
て
ふ
れ
る
。
こ
の
二
点
は
、
柳
田
國
男
が
『
加
無
波
良
夜
譚
』
の
書
評

の
中
で
、
賛
意
を
示
し
た
と
こ
ろ
で
も
あ
る

（
（（
（

。
速
記
術
と
聴
き
手
の
参
加
と

を
、
岩
倉
が
意
識
的
に
と
り
い
れ
た
方
法
と
し
て
、
次
章
（
１
）
で
取
り
上

げ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
方
法
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な
聴
き

書
き
が
可
能
と
な
っ
た
の
か
、
岩
倉
の
資
料
に
沿
っ
て
考
え
る
。

３
．
速
記
を
手
に
、
聴
き
手
た
ち
と
と
も
に

（
１
）
中
根
式
速
記
法
の
活
用
と
聴
き
手
の
参
加

　
『
加
無
波
良
夜
譚
』
で
用
い
た
速
記
は
、「
極
め
て
未
熟
」
と
自
ら
述
べ
る

が
、
刊
行
か
ら
二
ヶ
月
後
、
東
京
朝
日
新
聞
に
載
っ
た
柳
田
國
男
の
書
評
は
、

速
記
術
の
採
用
を
好
意
的
に
受
け
と
め
た
。
以
後
、
岩
倉
の
聴
き
書
き
に
活

用
さ
れ
て
い
く
速
記
術
と
は
、
ど
の
よ
う
な
技
術
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
『
島
』
誌
上
に
、
計
六
回
に
わ
た
っ
て
報
告
し
た
「
喜
界
島
昔
話
」
の
初

回
、「
蒐
集
の
方
法
は
柳
田
國
男
先
生
の
「
昔
話
採
集
者
の
爲
に
」
に
從
つ
て
、

正
確
に
多
く
蒐
め
る
や
う
に
努
め
て
ゐ
ま
す
」「
筆
記
は
中
根
式
速
記
法
に

依
つ
て
ゐ
ま
す

（
（（
（

」
と
「
前
書
き
」
が
あ
る
。
速
記
の
速
度
に
つ
い
て
は
、「
目

下
の
筆
記
能
力
は
十
分
間
約
千
五
六
百
で
あ
る
が
、
昔
話
の
進
度
は
演
説
な

ど
の
場
合
に
比
べ
て
む
ら
が
な
く
順
調
で
、
そ
し
て
槪
し
て
遲
い
や
う
で
あ

る
。
早
い
方
で
二
千
三
百
字
を
上
る
ま
い
と
思
は
れ
る
。
今
の
處
千
六
百
字

以
上
の
速
度
に
な
る
と
、書
落
し
が
出
來
る
わ
け
で
、ま
こ
と
に
心
細
く
思
ふ

（
（（
（

」

と
岩
倉
は
述
べ
る
。『
通
俗 

中
根
式
速
記
法

（
（（
（

』
に
よ
る
と
、
人
の
話
す
速
度

は
「
一
分
間
二
三
百
字
位
」
で
、
単
純
に
そ
れ
を
十
倍
す
る
と
、
二
千
か
ら

三
千
と
な
る
。
一
九
三
〇
年
代
の
速
記
と
現
在
の
速
記
と
を
簡
単
に
比
較
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
現
行
の
日
本
速
記
協
会
の
速
記
技
能
審
査
基
準
に

照
ら
す
と
、
分
速
一
八
〇
文
字
は
四
級
に
あ
た
る

（
（（
（

。

　

鹿
児
島
県
立
志
布
志
中
学
校
で
「
昔
話
」「
民
話
」「
方
言
」
へ
と
関
心
を

ひ
ろ
げ
て
い
っ
た（

（（
（

岩
倉
は
、「
大
正
一
二
年
に
大
阪
に
出
、
懐
徳
堂
に
学
ん

だ
（
（（
（

」。
四
年
後
の
一
九
二
七
年
に
上
京
、
伊
波
普
猷
に
会
っ
て
い
る
。
ち
ょ

う
ど
そ
の
頃
に
刊
行
さ
れ
た
『
通
俗 

中
根
式
速
記
法
』
に
は
、「
學
生
諸
君

及
び
一
般
筆
記
難
の
人
々
へ

（
（（
（

」
や
「
練
習
問
題
」
の
附
録
が
つ
く
。
こ
の
手

ほ
ど
き
本
を
、
岩
倉
も
手
に
と
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
一
九
三
〇
年
に
は
「
芝

琴
平
町
の
東
京
日
日
新
聞
出
張
所
に
勤
め
、
か
た
わ
ら
『
喜
界
島
方
言
集
』

を
ま
と
め
て
い
た

（
（（
（

」
と
い
う
。
新
聞
と
速
記
と
の
つ
な
が
り
も
深
い
。
ど
う

い
っ
た
経
緯
で
、
岩
倉
が
速
記
術
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、
ま
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だ
想
像
す
る
ば
か
り
の
と
こ
ろ
を
、
今
後
つ
め
て
い
き
た
い
。

　
『
加
無
波
良
夜
譚
』
で
の
速
記
の
導
入
を
、柳
田
は
「
多
分
始
め
て
の
試
み

（
（（
（

」

と
評
し
た
。
そ
れ
で
は
、
岩
倉
は
、
昔
話
の
聴
き
書
き
に
「
速
記
術
を
応
用

し
た
た
だ
一
人
の
人

（
（（
（

」
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
昔
話
研
究
』
誌
上
で
は
、

岩
倉
を
意
識
し
て
か
、
速
記
術
を
身
に
つ
け
る
必
要
性
が
し
ば
し
ば
述
べ
ら

れ
る
。
た
と
え
ば
、
清
野
久
雄
は
資
料
報
告
「
東
田
川
郡
昔
話
」
に
つ
い
て

「
以
上
三
話
昭
和
十
年
九
月
二
十
九
日
昔
の
乳
母
田
澤
と
め
ゑ
氏
よ
り
採
集

速
記
に
ふ
な
れ
の
た
め
、同
人
の
話
し
と
も
思
へ
ぬ
ま
ち

く
が
あ
る
多
謝

（
（（
（

」

と
記
し
、
鈴
木
棠
三
は
「
速
記
術
を
知
ら
ぬ
と
い
ふ
こ
と
も
、
採
集
者
と
し

て
の
我
々
の
重
大
な
缼
點
で
あ
る
が
、
速
記
で
な
く
と
も
、
今
少
し
早
い
速

度
で
筆
記
が
出
來
る
や
う
に
し
て
お
く
必
要

（
（（
（

」
を
と
く
。
重
要
性
を
認
め
つ

つ
も
、
な
か
な
か
習
得
に
は
至
ら
な
い
状
況
が
、
誌
上
か
ら
は
見
え
て
く
る
。

岩
倉
以
後
、
速
記
術
を
活
用
し
た
昔
話
の
聴
き
書
き
と
い
う
実
践
の
ゆ
く
え

は
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
、
問
い
を
ひ
と
つ
立
て
て
お
き
た
い
。

　

も
う
一
点
、
岩
倉
が
こ
こ
ろ
が
け
た
点
に
、
聴
き
手
の
存
在
が
あ
る
。
岩

倉
は
、
昔
話
を
聴
く
際
に
、
複
数
の
聴
き
手
を
呼
び
こ
も
う
と
し
て
き
た
。

「
昔
話
採
集
の
經
驗
」
に
お
い
て
、「
私
は
ど
ん
な
場
合
で
も
出
來
る
丈
、
若

干
の
聽
手
を
賴
む
事
に
し
て
來
た
」
と
、
意
識
的
に
と
っ
た
方
法
で
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
す
る
。
聴
き
手
の
参
加
は
「
昔
話
の
氣
分
の
上
か
ら
絶
對
に

必
要
な
事
」で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、「
話
者
が
話
の
種
に
窮
し
て
ゐ
る
時
に
、

何
々
の
話
は
ど
う
だ
な
ど
ゝ
端
緒
を
與
へ
た
り
、
又
話
者
が
言
ひ
落
し
た
處

を
補
つ
た
り
す
る
事
も
よ
く
あ
る
」。
一
九
三
五
年
八
月
に
訪
れ
た
隠
岐
島

で
も
、
平
木
田
由
太
郎
さ
ん
に
話
し
て
も
ら
う
際
に
「
聽
手
は
里
の
老
人
達

五
人
、
時
々
フ
ー
ン
と
合
の
手
な
ど
入
れ
て
吳
れ
た
り
し
た

（
（（
（

」
と
い
う
。

　

合
の
手
を
い
れ
た
り
、
話
を
促
し
た
り
と
「
聽
手
」
た
ち
の
参
加
す
る
場

を
意
識
的
に
つ
く
り
出
す
。
も
ち
ろ
ん
、こ
の
「
聽
手
」
た
ち
の
ひ
と
り
に
、

岩
倉
市
郎
も
い
る
。
速
記
を
手
に
、
複
数
の
聴
き
手
た
ち
と
と
も
に
、
岩
倉

は
資
料
を
ど
ん
な
風
に
提
示
し
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
ば
を
拾
い
あ
げ
て
い
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
（
２
）（
３
）
に
、
探
っ
て
い
く
。

（
２
）
話
の
流
れ
に
沿
っ
た
配
列

　
『
加
無
波
良
夜
譚
』「
小
序
」
に
は
、「
本
集
は
こ
う
し
た
經
緯
で
蒐
集
す

る
事
の
出
來
た
話
の
中
か
ら
百
二
話
（
婆
樣
の
話
八
四
話
、
今
井
さ
ん
の
話

一
八
話
）
を
抽
き
出
し
て
、話
順
に
從
つ
て
集
錄
し
た
」
と
あ
る
。
ま
た
、『
沖

永
良
部
島
昔
話
』「
凡
例
」
に
は
、「
話
の
配
列
は
各
話
者
に
依
つ
て
話
さ
れ

た
ま
ゝ
の
順
序
に
從
ひ
、
話
者
の
順
序
は
大
體
話
數
の
多
少
に
從
つ
た
」
と

あ
る
。「
全
國
昔
話
記
錄
」
に
収
め
ら
れ
た
昔
話
集
（
前
記
③
④
⑤
）
の
配

列
か
ら
は
話
の
流
れ
は
う
か
が
え
な
い
が
、
雑
誌
へ
の
報
告
と
い
う
前
歴
を

た
ど
る
と
、
話
の
流
れ
が
見
え
て
く
る
こ
と
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
③
『
喜

界
島
昔
話
集
』
の
場
合
、
一
冊
に
ま
と
ま
る
以
前
に
、
雑
誌
『
島
』
お
よ
び

『
昔
話
研
究
』
で
の
報
告
を
経
て
い
る
。
雑
誌
に
連
載
さ
れ
た
報
告
は
、『
喜

界
島
昔
話
集
』
に
は
結
局
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
話
を
多
く
ふ
く
み
、
提
示
の

順
番
も
昔
話
集
で
の
並
び
と
異
な
る
。
例
と
し
て
、『
島
』
昭
和
九
年
前
期

号
（
一
九
三
四
・
四
）
に
載
っ
た
「
喜
界
島
昔
話
（
六
）」
を
み
る
。

　
『
島
』
昭
和
九
年
前
期
号
は
、
半
年
ぶ
り
の
発
行
と
あ
っ
て
分
厚
い
。「
喜

界
島
昔
話
（
六
）」
の
総
頁
数
も
、こ
れ
ま
で
の
十
倍
近
く
の
七
〇
頁
に
及
ぶ
。
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『
島
』
に
連
載
さ
れ
た
「
喜
界
島
昔
話
」
は
、
一
九
三
二
年
四
月
か
ら
十
一

月
に
か
け
て
の
喜
界
島
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
か
ら
の
報
告
資
料
で
、「
以

上
十
一
月
二
十
七
日
、
正
午
よ
り
夜
半
過
迄
の
話
」
や
「
以
上
二
話
。
四
月

十
七
日
、阿
傳
。
東
オ
ミ
ト
婆
談
」（
と
も
に
「
喜
界
島
昔
話
（
六
）」
よ
り
）

な
ど
、
聴
い
た
日
時
や
場
所
、
聴
か
せ
て
く
れ
た
人
に
つ
い
て
の
短
い
記
述

を
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
は
さ
み
こ
む
。
同
日
内
の
資
料
は
話
さ
れ
た
順
に
並

べ
て
あ
り
、
流
れ
が
う
か
が
え
る
。
以
下
に
、「
喜
界
島
昔
話
（
六
）」
か
ら
、

「
以
上
十
一
月
二
十
七
日
、
正
午
よ
り
夜
半
過
迄
の
話
」
と
し
て
括
ら
れ
た

部
分
の
話
の
題
名
を
列
挙
し
て
み
る
。
話
者
は
、
主
に
富
實
禎
さ
ん
。
話
の

進
行
を
矢
印
記
号
で
表
し
、
後
に
『
喜
界
島
昔
話
集
』
に
収
め
ら
れ
た
話
に

は
網
を
か
け
て
、
同
昔
話
集
で
の
題
名
と
話
者
名
と
を
《 

》
内
に
示
し
た
。

な
お
、「
▽
」
記
号
は
『
島
』
掲
載
時
点
で
つ
い
て
お
り
、
似
た
話
が
後
出

す
る
場
合
や
、
岩
倉
の
記
憶
の
挿
入
、
富
實
禎
さ
ん
以
外
の
話
者
に
よ
る
場

合
な
ど
に
付
さ
れ
る
。

ひ
な
た
山 

《
富
實
禎
さ
ん
「
ひ
な
た
山
」》
→
▽
ひ
な
た
山
→
握
り
飯
と

金
→
子
寶
→
▽
め
し
食
は
ぬ
女
房
→
鬼
と
菖
蒲
→
▽
二
人
の
運
氣
→

▽
七
つ
肉（
シ
シ
）→
天
女（
其
の
二
）《
富
實
禎
さ
ん「
天
人
女
房（
一
）」

類
話
》
→
▽
婆
と
蟹
→
▽
爺
と
く
ひ
な
→
芭
蕉
と
山
羊
→
ウ
ツ
ワ
舟 《
富

實
禎
さ
ん
「
ウ
ツ
ワ
舟
」》
→
▽
弘
法
樣
→
金
の
茄
子
（
其
の
一
）《
富

實
禎
さ
ん
「
金
の
茄
子
」
類
話
》
→
河
童
の
話
→
▽
河
童
の
話
→
▽
河

童
の
話
→
人
だ

く
→
▽
蛇
の
聟 

《
富
實
禎
さ
ん
「
蛇
聟
入
（
一
）」
類

話
》
→
▽
蛇
に
騙
さ
れ
た
嫁
→
▽
蛇
に
騙
さ
れ
た
嫁
→
侍
を
不
意
討

→
▽
猿
聟
入
→
猿
の
親
切 

《
平
莊
助
さ
ん（

（（
（

「
猿
の
親
切
」》
→
流
れ
島

→
▽
岩
割
れ
→
▽
崩
れ
泊
→
兄
弟 

《
富
實
禎
さ
ん
「
兄
弟
」》
→
馬
鹿

聟
→
馬
鹿
息
子 

《
富
實
禎
さ
ん
「
馬
鹿
息
子
」》
→
▽
馬
鹿
息
子
→
亡

者
と
歌
賭（
其
の
一
）→
亡
者
と
歌
賭（
其
の
二
）→
王
樣
と
ミ
ヤ
草 《
富

實
禎
さ
ん
「
王
樣
と
ミ
ヤ
草
」》

　

前
半
、「
▽
め
し
食
は
ぬ
女
房
」
か
ら
「
鬼
と
菖
蒲
」
へ
の
流
れ
で
、「
此

處
で
筆
者
が
め
し
食
は
ぬ
女
房
の
話
を
し
た
ら
、
話
者
は
次
の
話
を
し
た
」

と
記
述
が
あ
る
。
ま
ず
岩
倉
の
側
か
ら
「
め
し
食
は
ぬ
女
房
」
を
持
ち
出
し
、

そ
れ
を
き
っ
か
け
に
富
實
禎
さ
ん
は
「
鬼
と
菖
蒲
」
を
話
し
て
聴
か
せ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
名
ま
え
の
記
載
は
な
い
が
、
岩
倉
の
「
め
し
食
は
ぬ

女
房
」
に
対
し
て
、
居
合
わ
せ
た
「
聽
者
の
中
の
一
老
爺
は
、
筆
者
の
し

た
話
は
自
分
も
幼
時
聽
い
た
覺
え
が
あ
る
と
言
つ
た
」。
岩
倉
の
話
に
対
す

る
反
応
が
、
富
さ
ん
と
「
一
老
爺
」
と
か
ら
起
こ
る
。
後
半
、「
馬
鹿
息
子
」

か
ら
「
▽
馬
鹿
息
子
」
に
か
け
て
は
、「
馬
鹿
息
子
」
に
「
話
者
は
此
の
話

を
「
プ
ツ
カ
タ
の
話
」
と
言
つ
て
ゐ
た
」
と
付
記
さ
れ
、
話
者
の
富
さ
ん
に

よ
る
話
の
呼
び
名
を
明
示
す
る
。
続
い
て
、「
此
の
話
〔
藤
久
注
：
富
さ
ん

の
「
馬
鹿
息
子
」〕
が
終
つ
て
、
福
本
タ
ツ
鶴
が
、
自
分
は
釜
に
灰
を
入
れ

る
話
は
プ
ツ
カ
タ
の
話
と
し
て
聽
い
た
が
、
砂
糖
甕
を
落
す
話
は
別
の
話
と

し
て
聽
い
て
ゐ
る
と
言
つ
た
」。
聴
き
手
の
ひ
と
り
で
あ
る
福
本
タ
ツ
鶴
さ

ん
が
、
富
さ
ん
の
「
プ
ツ
カ
タ
の
話
」
を
受
け
て
、
自
ら
の
「
プ
ツ
カ
タ
の

話
」を
紹
介
す
る
。
複
数
の
聴
き
手
の
反
応
を
受
け
な
が
ら
、話
が
つ
ら
な
っ

て
い
く
。

　

速
記
と
い
う
技
術
は
、
た
だ
速
く
書
き
と
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
話
の
流

れ
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。
テ
ー
プ
に
録
音
し
て
、
聴
き
た
い
と
こ
ろ
だ
け
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を
部
分
的
に
取
り
出
す
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
場
で
は
ひ
た
す
ら
流
れ
に

沿
っ
て
手
を
動
か
す
し
か
な
い
。
複
数
の
人
た
ち
の
口
々
に
話
の
飛
び
か
う

さ
ま
を
も
う
か
が
え
る
雑
誌
で
の
報
告
だ
が
、『
喜
界
島
昔
話
集
』
へ
と
ま

と
め
ら
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
記
述
は
消
え
て
い
く

（
（（
（

。

（
３
）
こ
と
ば
を
拾
い
あ
げ
る

　

岩
倉
市
郎
の
活
用
し
た
速
記
術
は
、「
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
」
何
も
か
も

書
き
記
す
技
術
で
は
な
い
。「
書
落
し
」
は
避
け
ら
れ
ず
、
ど
う
し
て
も
紙

の
上
に
す
く
い
と
れ
な
い
も
の
も
あ
る
。
こ
ぼ
れ
落
ち
て
い
く
も
の
が
あ
る

一
方
で
、
岩
倉
の
耳
と
手
と
で
、
取
捨
選
択
し
て
拾
い
あ
げ
た
こ
と
ば
が
、

資
料
の
中
に
残
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
『
昔
話
研
究
』
に
報
告
が
載
っ
た
「
喜
界
島
昔
話
」
は
、
大
阪
で
出
会
っ

た
同
郷
の
春
里
市
武
さ
ん
か
ら
聴
い
た
昔
話
資
料
で
あ
る
。
そ
の
連
載
第
一

回
目
に
、「
千
人
力
」
と
い
う
昔
話
が
載
る
。
こ
の
中
で
、「
處
が
家
へ
上
ろ

う
と
思
つ
て
緣
側
に
足
を
掛
け
た
ら
、
力
が
あ
ま
り
應
當

ヽ

ヽ

（
話
者
は
よ
く
此

の
言
葉
を
用
ふ
）
し
な
い
の
で
緣
が
落
ち
た

（
（（
（

」（
傍
点
引
用
の
ま
ま
）
と
い

う
く
だ
り
が
あ
る
。
春
里
さ
ん
の
よ
く
用
い
る
こ
と
ば
と
し
て
「
應
當
」
を
、

岩
倉
は
拾
い
あ
げ
る
。
こ
の
語
は
、
同
じ
号
に
載
る
「
炭
燒
五
郎
」
で
も
用

い
ら
れ
、
岩
倉
の
耳
に
と
ま
っ
た
よ
う
だ
。
私
た
ち
も
、
誰
か
と
話
を
し
な

が
ら
、
相
手
の
よ
く
使
う
言
い
回
し
や
、
口
ぶ
り
が
耳
に
残
る
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
が
春
里
さ
ん
に
も
あ
り
、
直
接
「
千
人
力
」
や
「
炭
燒
五
郎
」
の
昔
話

の
内
容
に
は
関
わ
ら
な
い
け
れ
ど
も
拾
い
あ
げ
た
岩
倉
の
手
と
耳
と
に
、
今

度
は
私
の
目
が
と
ま
る
。『
喜
界
島
昔
話
集
』
の
中
で
は
「
處
が
家
へ
上
ら

う
と
思
つ
て
緣
側
に
足
を
掛
け
る
と
力
が
あ
ま
り
あ
り
過
ぎ
て
、
緣
が
落
ち

た
」
と
な
っ
て
お
り
、
春
里
さ
ん
の
口
ぶ
り
は
隠
れ
て
し
ま
う
。

　

相
手
の
よ
く
使
う
こ
と
ば
、
口
ぶ
り
を
拾
い
あ
げ
る
と
こ
ろ
に
、
佐
佐
木

喜
善
の
『
老
媼
夜
譚
』（
一
九
二
七　

郷
土
研
究
社
）
を
思
い
起
こ
す

（
（（
（

。「
自

序
」
で
、
佐
佐
木
は
「
婆
様
が
好
ん
で
使
つ
た
語
、
ひ
じ
や
う

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

に
と
か
感

心
し
て
と
か
謂
ふ
言
葉
も
所
々
に
入
れ
て
置
い
た
。
氣
分
を
大
事
に
し
た
か

つ
た
か
ら
で
あ
る
」（
傍
点
引
用
の
ま
ま
）
と
述
べ
る
。
た
だ
、
岩
倉

が
「
應
當
」
を
書
き
と
め
た
の
は
、「
氣
分
」
を
大
事
に
し
た
か
っ
た
ば
か

り
で
は
な
く
、
以
前
か
ら
い
だ
い
て
き
た
言
語
へ
の
興
味
と
も
関
わ
る
の
か

も
し
れ
な
い

（
（（
（

。

　

さ
ら
に
、
話
の
流
れ
に
沿
っ
て
聴
き
手
た
ち
が
発
す
る
問
い
か
け
を
、
岩

倉
は
書
き
残
し
て
い
た
。
和
泉
ひ
で
さ
ん
の「
盲
の
水
の
神（
蛇
女
房
）」で
、

和
泉
さ
ん
が
「
子
供
に
は
ち
つ
と
も
心
配
せ
ん
や
う
に
乳
呑
ま
し
て
置
い
て

の
」
と
言
っ
た
直
後
、「（
筆
者
、
お
乳
を
で
す
ね
？
）」
と
括
弧
つ
き
で
岩

倉
か
ら
の
確
認
が
あ
り
、「
そ
の
話
は
後
で
言
ひ
ま
す
が
」
と
制
さ
れ
る
と

い
う
や
り
と
り
が
記
述
に
残
る

（
（（
（

。
ま
た
、
藤
井
哲
也
さ
ん
の
「
聽
耳
」
で
は

「
坐
つ
て
居
つ
た
處
が
向
ふ
で
雀
が
チ
ュ

く
く
く
と
盛
ん
に
鳴
い
て

ゐ
る
。
そ
こ
で
聽
耳
を
取
つ
て
耳
に
當
て
た
處
が
」
の
直
後
に
、
同
じ
く
括

弧
を
つ
け
て
「（
此
處
で
筆
者
が
、
聽
耳
つ
て
一
體
ど
ん
な
形
の
も
の
で
せ

う
と
訊
い
た
ら
祖
母
は
別
に
ど
ん
な
形
の
も
の
と
は
教
へ
ら
れ
な
か
つ
た

樣
だ
、
私
は
電
話
の
受
話
機
の
樣
な
も
の
の
樣
に
連
想
し
て
ゐ
た
と
話
者
の

談
）」
と
あ
る

（
（（
（

。「
聽
耳
」
に
つ
い
て
、
岩
倉
か
ら
の
問
い
か
け
と
、
藤
井
さ

ん
か
ら
の
応
答
と
を
も
り
こ
む
。
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『
昔
話
研
究
』
に
載
っ
た
「
南
蒲
原
郡
昔
話
（
二
）
―
新
潟
縣
南
蒲
原
郡

葛
巻
村
其
他
―
」、「
屁
放
り
爺
（
二
）」
で
は
、「
市
こ
ブ
ラ
ー
ン
と
下さ

が
つ
た
」

と
し
め
く
く
っ
た
後
に
、「
此
處
で
聽
手
の
子
供
が
、
そ
れ
か
ら
ど
う
し
た

―
―
と
訊
ね
た
ら
、
話
者
は
つ
け
加
へ
て
「
爺
さ
は
臍
を
血
だ
ら
け
に
し
た

と
さ
」
と
語
つ
た
」
と
あ
る

（
（（
（

。
同
誌
に
は
話
者
名
の
記
載
が
な
い
が
、『
南

蒲
原
郡
昔
話
集
』
に
照
ら
す
と
、
小
川
か
ず
さ
ん
と
わ
か
る
。「
山
王
の
小

川
某
女
も
自
分
の
子
供
を
相
手
に
話
さ
れ
た
が
、
其
話
は
「
桃
太
郎
」「
爺

と
烏
」「
文
福
茶
釜
」「
笠
地
藏
」
等
で
、
然
も
話
し
方
は
實
に
面
白
い
子
供

調
子
で
あ
つ
た

（
（（
（

」
と
あ
り
、
居
合
わ
せ
た
「
聽
手
の
子
供
」
と
は
小
川
さ
ん

自
身
の
子
の
よ
う
で
あ
る
。
小
川
さ
ん
と
子
ど
も
と
の
や
り
と
り
は
、『
南

蒲
原
郡
昔
話
集
』
に
は
あ
ら
わ
れ
な
い
。

　

沈
黙
と
い
う
反
応
も
あ
る
。『
昔
話
研
究
』
に
載
っ
た
「
南
蒲
原
郡
昔
話
」、

「
笛
吹
男
」
で
は
「
鬼
の
藏
へ
行
つ
て
一
の
藏
か
ら
七
の
藏
迄
入
つ
て
み
た

が
皆
ん
な
空
つ
ぽ
で
、
七
の
藏
に
千
里
車
と
萬
里
車
が
あ
り
ま
し
た
。
が
ど

れ
が
千
里
車
だ
や
ら
萬
里
車
だ
や
ら
分
ら
な
い
」と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
き
て
、

「（
話
者
此
處
で
考
へ
て
）
―
―
兎
に
角
萬
里
車
に
乗
つ
て
」
と
、
し
ば
し

の
考
え
こ
み
の
間
を
は
さ
ん
で
、「
兎
に
角
」
と
話
は
進
む

（
（（
（

。

　

自
身
を
ふ
く
め
た
聴
き
手
か
ら
の
問
い
か
け
、
そ
れ
へ
の
応
答
と
い
う
や

り
と
り
、
ふ
っ
と
は
さ
ま
れ
る
沈
黙
の
間
、
話
を
し
合
う
う
ち
に
生
ま
れ
る

反
応
の
数
々
を
、
岩
倉
は
速
記
の
手
で
拾
い
あ
げ
た
。

４
．「
態
」
の
可
能
性 

― 

ま
と
め
に
か
え
て 

―

　

も
っ
と
速
記
に
熟
練
し
て
「
昔
話
態
と
談
話
態
と
の
比
較
で
も
出
來
る
や

う
に
な
つ
た
ら
面
白
い
と
思
つ
て
ゐ
る

（
（（
（

」
と
岩
倉
は
い
う
。
ま
た
、「
子
供

を
相
手
に
す
る
と
直
ぐ
話
す
氣
分
に
は
な
れ
る
ら
し
い
が
、
話
者
は
話
の
選

擇
を
す
る
や
う
で
あ
る
。
そ
し
て
話
し
方
も
確
か
に
所
謂
强
い
て
あ
ど
け
な

く
す
る
傾
向
が
あ
る

（
（（
（

」
と
し
て
、聴
き
手
に
応
じ
て
、口
に
す
る
話
題
や
「
話

し
方
」
が
変
化
し
て
い
く
様
子
を
感
じ
と
っ
て
い
た
。
昔
話
の
聴
き
書
き
に

取
り
組
む
中
で
岩
倉
が
見
つ
け
か
け
て
い
た
、「
態
」
や
「
話
し
方
」
と
い

う
切
り
口
か
ら
、
も
う
一
度
、
岩
倉
の
資
料
に
目
を
向
け
る
。

　

富
實
禎
さ
ん
に
話
を
聴
い
た
初
日
、「
其
兄
が
側
に
居
ら
れ
て
、
恰
度
「
天

道
さ
ん
金
の
綱
」
の
話
が
始
ま
つ
た
處
が
、『
待
つ
た
い
』
と
口
を
入
れ
た
。

そ
し
て
『
昔
話
は
要
領
が
大
事
ぢ
や
。
打
ち
出
し
は
、
例
へ
て
言
へ
ば
浦
原

に
…
…
と
や
ら
な
け
れ
ば
い
か
ん
』
と
言
つ
て
、
話
者
に
初
め
か
ら
や
り
直

さ
せ
た

（
（（
（

」。
こ
の
「
天
道
さ
ん
金
の
綱
」
は
、『
島
』
で
の
報
告
と
照
ら
し
合

わ
せ
る
と
、
第
一
巻
第
二
号
「
喜
界
島
昔
話
（
一
）」
に
載
る
「
姉
妹
と
鬼
」

に
あ
た
り

（
（（
（

、「
こ
れ
も
浦
原
に
例
イ
て
話
し
ま
せ
う
」
と
始
ま
る
。
富
實
禎

さ
ん
の
兄
が
要
求
し
た
、
こ
の
「
打
ち
出
し
」
に
注
意
し
て
資
料
を
追
っ
て

い
く
と
、「
昔
有
た
ン
事
に
は
―
―
貧
乏
な
一
人
暮
し
の
男
が
あ
つ
て
、
例

イ
り
ば
浦
原
の
村
か
ら
川
嶺
の
村
へ
用
事
に
行
こ
う
と
思
つ
て
」（「
母
の
目

玉
」（

（（
（

）、「
昔
有
た
ん
事
が
―
―
例
イ
て
言
ひ
ば
、
浦
原
の
村
に
」（「
弘
法
樣

と
鬼
」（

（（
（

）、「
こ
れ
も
例タ

ト
イ
て
見
り
ば
浦
原
に
」（「
ア
サ
ナ
ロ
ー
の
花
」（

（（
（

）
と
、

目
に
は
い
る
。
話
の
途
中
で
、「
先
づ
例
イ
れ
ば
浦
原
の
泊
の
樣
な
泊
で
あ

る
か
ら
、
其
處
か
ら
上
つ
て
川
嶺
の
村
に
向
つ
て
歩
い
て
行
つ
た
」（「
繼
子

の
出
世
」（

（（
（

）、「
例
へ
ば
浦
原
か
ら
阿
傳
の
濱
の
樣
な
處
迄
來
た
」（「
死
ん
だ

娘
」（

（（
（

）
と
さ
し
は
さ
ま
れ
る
場
合
も
あ
る
。
話
者
は
い
ず
れ
も
、
浦
原
在
の
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富
實
禎
さ
ん
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
喜
界
島
の
昔
話
に
特
有
の
、
も
し
く
は
富

實
禎
さ
ん
独
特
の
「
打
ち
出
し
」
な
の
だ
ろ
う
か
。
場
所
を
移
し
、『
加
無

波
良
夜
譚
』
を
ひ
ら
く
。
す
る
と
、
牧
野
悦
さ
ん
も
ま
た
、
し
ば
し
ば
同
じ

よ
う
な
言
い
回
し
で
、
語
り
始
め
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。「
こ
ゝ
ら
で
云

ふ
な
ら
極
樂
寺
の
原
の
や
う
な
所
に
」（
二
〇
番
「
强
情
な
狐
」）、「
昔
あ
つ

た
げ
ど
。
―
―
此
處
ら
で
云
ふ
な
ら
ば
岩
佐
の
峠
の
樣
な
處
を
」（
二
九
番

「
魚
賣
と
山
婆
」）、「
此
處
ら
に
す
れ
ば
元
町
の
原
に
」（
五
九
番「
負
ろ
う
狐
」）

と
い
っ
た
部
分
で
あ
る
。
昔
話
を
口
に
す
る
時
に
、
私
た
ち
が
暮
ら
す
「
此

處
」
で
い
う
な
ら
ば
あ
の
場
所
、
こ
の
場
所
と
、
た
と
え
を
出
し
て
、
聴
き

手
を
ひ
き
こ
み
、納
得
さ
せ
る
。
こ
の
話
法
を
無
視
さ
れ
て
は
、「
待
つ
た
い
」

と
口
を
は
さ
み
た
く
な
る
。
昔
話
を
口
に
す
る
者
に
と
っ
て
も
、
耳
に
す
る

者
に
と
っ
て
も
、
大
事
な
「
要
領
」
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
昔
々
あ
る
と
こ
ろ

と
は
違
う
、
こ
の
「
打
ち
出
し
」
を
、「
昔
話
態
」
と
岩
倉
が
名
づ
け
た
そ

の
語
で
と
ら
え
返
し
て
み
た
く
な
る
。

　
「
昔
話
態
」
と
比
較
さ
れ
る
「
談
話
態
」
を
考
え
る
の
に
は
、
次
の
こ
こ

ろ
み
が
参
考
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。『
喜
界
島
農
家
食
事
日
誌
』（
一
九
三
八

　

ア
チ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
）
は
、
喜
界
島
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
と

も
に
あ
た
っ
た
拵
嘉
一
郎
が
、岩
倉
の
要
請
を
受
け
て
記
し
た
日
誌
で
あ
る
。

作
成
に
あ
た
り
、
岩
倉
が
出
し
た
条
件
の
ひ
と
つ
に
、「
で
き
れ
ば
食
事
中

家
庭
内
で
か
わ
さ
れ
る
、
食
事
や
農
作
業
な
ど
に
関
連
す
る
会
話
な
ど
も
記

入
し
て
も
ら
い
た
い

（
（（
（

」
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
の
要
望
に
こ
た
え
て
、

一
九
三
六
年
二
月
十
二
日
か
ら
翌
年
二
月
二
十
六
日
ま
で
、
中
断
を
は
さ
み

な
が
ら
日
誌
は
続
い
た
。「
負
債
は
怖
れ
な
け
れ
ば
い
か
ん
、
世
の
中
に
負

債
程
恐
ろ
し
い
も
の
は
な
い
」（
一
九
三
六
年
二
月
二
十
三
日
）
と
い
う
祖

母
の
こ
と
ば
や
、
ね
ず
み
の
尾
を
ひ
と
つ
一
銭
で
買
う
と
い
う
通
達
に
対
し

て
「
ね
ず
み
も
近
頃
は
寶
ぢ
や
」（
同
年
五
月
七
日
）
と
笑
う
祖
父
の
こ
と

ば
（
（（
（

な
ど
、
書
き
と
め
ら
れ
た
の
は
、
必
ず
し
も
「
食
事
や
農
作
業
に
関
連
す

る
会
話
」
ば
か
り
で
は
な
い
。
毎
日
の
食
事
日
誌
を
つ
け
る
と
い
う
作
業
自

体
、
興
味
深
い
が
、
か
わ
し
合
う
会
話
の
記
録
を
も
り
こ
ん
だ
と
こ
ろ
に
、

あ
ら
た
め
て
注
目
し
た
い
。
意
図
し
て
の
こ
と
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
け

れ
ど
、日
々
の
中
で
、ど
ん
な
時
に
、ど
ん
な
話
が
口
に
の
ぼ
っ
た
の
か
、「
態
」

や
「
話
し
方
」
の
記
録
の
先
駆
的
な
こ
こ
ろ
み
と
し
て
読
む
こ
と
も
で
き
る

か
ら
で
あ
る
。

　

岩
倉
市
郎
が
探
ろ
う
と
し
て
い
た
「
昔
話
態
と
談
話
態
」
や
「
話
し
方
」

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
よ
り

は
、
岩
倉
の
こ
と
ば
の
拾
い
方
や
資
料
の
編
み
方
に
、
現
在
の
問
い
と
し
て
、

「
態
」
を
考
え
て
い
く
糸
口
を
切
り
ひ
ら
く
。
居
合
わ
せ
る
聴
き
手
た
ち
か

ら
の
働
き
か
け
、
欠
か
せ
な
い
「
要
領
」、
話
が
口
々
に
の
ぼ
っ
て
く
る
あ

り
よ
う
へ
の
気
づ
き
が
、「
態
」
と
い
う
芽
に
ふ
く
ら
み
か
け
て
い
る
。
こ

の
芽
を
ど
う
育
て
て
い
け
る
か
、
本
稿
を
土
台
と
し
た
い
。

注　
（
本
稿
で
は
巻
号
は
略
記
し
た
。
例
：
第
六
巻
第
五
号
→
六
―
五
）

（
１
）	
櫻
田
勝
徳
「
默
つ
て
聽
い
て
み
た
い
」『
民
間
傳
承
』
六
―
五　

一
九
四
一
・
一
。

（
２
）	

柳
田
國
男
「
窓
の
灯
」『
新
国
学
談 

第
二
冊 

山
宮
考
』
所
収
（『
柳

田
國
男
全
集
』
十
六　

一
九
九
九　

筑
摩
書
房
）。
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（
３
）	

関
敬
吾
「
沖
永
良
部
島
昔
話
の
た
め
に
」（
岩
倉
『
沖
永
良
部
島
昔
話
』　

一
九
四
〇　

民
間
傳
承
の
會
）。

（
４
）	『
民
間
傳
承
』
五
―
六
に
、「
本
會
新
刊
圖
書
」
と
し
て
一
九
四
〇
年

三
月
に
初
め
て
載
っ
た
『
沖
永
良
部
島
昔
話
』
の
広
告
よ
り
。

（
５
）	

櫻
田
勝
徳
「
民
俗
学
に
寄
与
し
た
人
々  

岩
倉
一
郎
」（『
日
本
民
俗

学
大
系
１
』　

一
九
六
〇　

平
凡
社
）。
本
名
で
あ
る
「「
虎
一
郎
」
の

「
虎
」
が
脱
落
し
た
の
か
」（
野
村
純
一
編
『
柳
田
國
男
未
採
択
昔
話

聚
稿
』　

二
〇
〇
二　

瑞
木
書
房
）、「
市
郎
」で
は
な
く「
一
郎
」と
な
っ

て
い
る
。

（
６
）	

田
畑
千
秋
「
岩
倉
市
郎
」
の
項
（
野
村
純
一
ほ
か
編
『
昔
話
・
伝
説

小
事
典
』
一
九
八
七　

み
ず
う
み
書
房
）。

（
７
）	

一
方
で
、
記
録
の
忠
実
さ
ば
か
り
が
評
価
さ
れ
て
き
た
こ
と
へ
の
疑

問
は
、
す
で
に
投
げ
か
け
ら
れ
て
き
た
。
吉
沢
和
夫
「
民
話
の
古
典 

お
き
え
ら
ぶ
昔
話
」（『
民
話
』
二　

一
九
五
八
・
十
一
）、粂
智
子
「
岩

倉
市
郎
氏
の
こ
と
」（『
女
性
と
経
験
』
九　

一
九
八
四
・
九
）
参
照
。

（
８
）	「
話
者
に
ゆ
つ
く
り
話
し
て
貰
ひ
書
落
し
た
處
は
更
に
聞
直
し
た
り

し
て
、
相
當
ペ
ン
を
働
か
せ
た
一
例
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
仕
上
げ
て

見
る
と
ま
だ
少
々
落
ち
た
處
が
あ
る
が
、
其
個
所
は
…
…
で
あ
ら
は

し
た
」（
岩
倉
「
猿
聟
入
―
或
る
話
し
方
の
例
―
」『
昔
話
研
究
』
一

―
五　

一
九
三
五
・
九
）、「
本
文
中
…
…
は
書
落
し
た
も
の
で
、
文

意
不
明
の
個
所
は
記
憶
に
依
つ
て
加
筆
し
、
其
分
は
括
弧
に
入
れ
て

は
つ
き
り
區
別
し
た
」（
岩
倉
「
隱
岐
の
島
昔
話
」『
昔
話
研
究
』
一

―
九　

一
九
三
六
・
一
）
な
ど
。

（
９
）	

注
（
８
）「
猿
聟
入
―
或
る
話
し
方
の
例
―
」
に
同
じ
。

（
10
）	

文
野
白
駒
著
『
加
無
波
良
夜
譚
』
一
九
三
二　

玄
久
社
。

（
11
）	

岩
倉
著
『
喜
界
島
方
言
集
』
一
九
四
一　

中
央
公
論
社
。

（
12
）	

ア
チ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
か
ら
刊
行
さ
れ
た
、『
喜
界
島
生
活
誌
調

査
要
目
』（
一
九
三
五
）、『
薩
州
山
川
ば
い
船
聞
書
』（
一
九
三
八
）、

※
『
喜
界
島
代
官
記
』（
一
九
三
九
）、
※
『
喜
界
島
阿
傳
村
立
帳
』

（
一
九
四
〇
）、『
喜
界
島
漁
業
民
俗
』（
一
九
四
一
）、『
喜
界
島
年
中

行
事
』（
一
九
四
三
）
が
あ
る
。
た
だ
し
、
※
印
は
ア
チ
ッ
ク
ミ
ュ
ー

ゼ
ア
ム
編
と
な
っ
て
い
る
。
以
上
は
、
注
（
45
）
文
献
に
収
録
さ
れ

て
い
る
。

（
13
）	

岩
倉
昔
話
集
に
触
発
さ
れ
、
関
敬
吾
は
沖
永
良
部
島
、
荒
木
博
之

は
甑
島
で
、
追
跡
調
査
を
こ
こ
ろ
み
た
（『
沖
永
良
部
島
昔
話
集
』

（
一
九
八
四　

岩
崎
美
術
社
）、『
甑
島
の
昔
話
』（
一
九
七
〇　

三
弥

井
書
店
）
参
照
）。
ま
た
、
水
沢
謙
一
は
『
加
無
波
良
夜
譚
』
が
「
あ

こ
が
れ
の
昔
話
集
」
で
あ
っ
た
と
打
ち
明
け
る
（
水
沢
謙
一
著
／
朝

日
新
聞
新
潟
長
岡
支
局
編
『
あ
っ
た
て
ん
が
な
』
一
九
七
八　

野
島

出
版
）。「
あ
こ
が
れ
の
昔
話
集
」、「
古
典
的
名
著
」（
荒
木
）
と
し
て
、

後
か
ら
来
る
者
た
ち
を
フ
ィ
ー
ル
ド
へ
と
い
ざ
な
っ
て
き
た
岩
倉
昔

話
集
の
姿
を
お
さ
え
て
お
く
。

（
14
）	
と
も
に
喜
界
島
調
査
に
あ
た
っ
た
拵
嘉
一
郎
に
よ
る
と
、岩
倉
は
「
ワ

ラ
半
紙
の
綴
じ
た
も
の
に
筆
記
し
た
」（「
喜
界
島
長
期
滞
在
調
査
の

こ
と
」『
日
本
常
民
生
活
資
料
叢
書 

月
報
21
』一
九
七
三　

三
一
書
房
）。

（
15
）	

喜
界
島
と
南
蒲
原
郡
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
経
験
談
が
、『
昔
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〈声〉の採集者列伝・岩倉市郎

話
研
究
』
一
―
二
に
「
昔
話
採
集
の
經
驗
」
と
題
し
て
載
る
。
同

誌
に
は
こ
の
他
、
能
田
太
郎
「
採
集
の
計
畫
と
印
象
（
青
森
県
三
戸

郡
昔
話
採
集
譚
）」（
一
―
五　

一
九
三
五
・
九
）、
平
野
直
「
採
集
日

記
」（
一
―
七　

一
九
三
五
・
十
一
）、鈴
木
棠
三
「
佐
渡
採
訪
記
」（
二

―
三　

一
九
三
六
・
七
）、
同
「
く
つ
た
ん
爺
の
こ
と
―
對
馬
の
話

者
―
」（
二
―
九　

一
九
三
七
・
七
）
と
い
っ
た
経
験
談
が
寄
せ
ら

れ
た
。
編
集
サ
イ
ド
か
ら
も
、「
ど
う
い
ふ
方
法
で
採
集
し
て
ゐ
ら

れ
る
か
、
お
互
に
知
り
た
い
こ
と
で
す
。
御
經
驗
な
ど
文
の
長
短
に

拘
ら
ず
御
送
付
願
ひ
ま
す
」（
一
―
三　

一
九
三
五
・
七
）
と
募
集
が

か
か
り
、
岩
倉
を
ふ
く
め
、
そ
れ
に
こ
た
え
た
面
々
の
文
章
は
、
こ

れ
か
ら
フ
ィ
ー
ル
ド
へ
出
て
行
こ
う
と
す
る
ま
だ
経
験
の
浅
い
同
志

た
ち
に
と
っ
て
、
参
考
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

（
16
）	

柳
田
國
男
「
昔
話
採
錄
樣
式
」『
昔
話
研
究
』
二
―
一　

一
九
三
六
・
五
。

（
17
）	

柳
田
國
男
「『
加
無
波
良
夜
譚
』
―
文
野
白
駒
著
―
」（『
退
読
書
歴
』

所
収
（『
柳
田
國
男
全
集
』
七　

一
九
九
八　

筑
摩
書
房
））
の
中
で
、

速
記
術
を
活
用
す
る
こ
と
の
「
利
益
」
に
ふ
れ
、
ま
た
「
場
所
は
そ

の
老
女
の
娘
の
家
で
、
時
は
大
抵
夜
分
、
周
囲
に
は
話
好
き
の
中
年

の
男
女
が
数
人
居
て
、
程
よ
く
相
づ
ち
を
打
つ
て
面
白
が
つ
て
聴
き
、

折
々
は
「
私
の
方
で
は
斯
う
な
つ
て
居
る
」
な
ど
と
同
じ
郡
内
で
も

村
に
よ
り
家
に
よ
つ
て
、
伝
へ
の
変
つ
て
居
る
こ
と
を
語
つ
て
、
細

か
な
点
の
異
同
を
注
意
し
た
」と
い
う「
採
集
の
方
法
」に
賛
同
す
る
。

な
お
、こ
の
書
評
は
、一
九
三
二
年
三
月
十
八
日
の
「
東
京
朝
日
新
聞
」

に
載
っ
た
。

（
18
）	

岩
倉
「
喜
界
島
昔
話
（
一
）」『
島
』
一
―
二　

一
九
三
三
・
六
。
中

根
式
速
記
は
、
一
九
一
四
年
、
当
時
大
学
一
年
生
の
中
根
正
親
が
創

案
し
、
普
及
活
動
に
は
弟
の
中
根
正
雄
（
旧
名
正
世
）
が
あ
た
っ
た
。

（
19
）	

岩
倉
「
昔
話
採
集
の
經
驗
」『
昔
話
研
究
』
一
―
二　

一
九
三
五
・
六
。

（
20
）	

中
根
正
世
『
通
俗 

中
根
式
速
記
法
』　

九
版
一
九
二
九
・
十
二
（
初
版

一
九
二
七
・
十
一
）　

中
根
速
記
學
院
発
行
・
有
斐
閣
書
房
大
売
捌
。

（
21
）	

兼
子
次
生
『
速
記
と
情
報
社
会 

古
代
ロ
ー
マ
か
ら
21
世
紀
へ
』

一
九
九
九　

中
央
公
論
新
社
。

（
22
）	

在
学
中
に
「
昔
話
や
民
話
に
興
味
を
も
っ
た
よ
う
で
あ
る
」（
拵
嘉

一
郎
「
岩
倉
市
郎
氏
喜
界
島
民
俗
調
査
の
こ
と
」（『
歴
史
と
民
俗 

神

奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
論
集
12
』
一
九
九
五
））
と
も
、「
中

學
時
代
か
ら
集
め
て
解
釋
を
附
し
た
同
島
の
方
言
集
は
、
か
な
り
價

値
の
あ
る
も
の
で
あ
る
」（
伊
波
普
猷
「
鬼
界
雜
記
」『
民
俗
學
』
一

―
六　

一
九
二
九
・
十
二
）
と
も
紹
介
さ
れ
る
。

（
23
）	

注
（
5
）
櫻
田
論
文
に
同
じ
。

（
24
）	「
學
生
諸
君
」
の
字
体
は
他
よ
り
も
大
き
く
、
特
に
学
生
へ
の
普
及

に
力
を
注
ぐ
。
中
根
正
雄
（
正
世
）
は
「
速
記
文
字
国
字
運
動
を
掲

げ
て
、
全
国
の
中
等
学
校
を
歴
訪
し
、
ク
ラ
ブ
活
動
と
し
て
の
速
記

部
を
勧
め
て
回
っ
た
」
人
物
で
も
あ
る
（
注
（
21
）
よ
り
）。

（
25
）	
注
（
5
）
櫻
田
論
文
に
同
じ
。

（
26
）	

財
団
法
人
民
俗
学
研
究
所
「
序
」（
岩
倉
『
お
き
の
え
ら
ぶ
昔
話
』　

一
九
五
五　

古
今
書
院
）。
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（
27
）	

清
野
久
雄
「
東
田
川
郡
昔
話
」『
昔
話
研
究
』
一
―
九　

一
九
三
六
・
一
。

（
28
）	
鈴
木
棠
三
「
く
つ
た
ん
爺
の
こ
と
―
對
馬
の
話
者
―
」『
昔
話
研
究
』

二
―
九　

一
九
三
七
・
七
。

（
29
）	

注
（
8
）「
隱
岐
の
島
昔
話
」
に
同
じ
。

（
30
）	「
十
一
月
二
十
七
日
、
正
午
よ
り
夜
半
過
迄
の
話
」
に
続
く
「
以
上

十
一
月
二
十
八
日
の
話
」
ま
で
を
ふ
く
め
て
、「
以
上
は
喜
界
村
浦

原 

富
實
禎
爺
談
」
と
あ
る
の
で
、
明
記
し
て
い
な
い
限
り
富
實
禎
さ

ん
の
話
の
は
ず
だ
が
、『
喜
界
島
昔
話
集
』
で
は
平
莊
助
さ
ん
と
な
っ

て
い
る
。

（
31
）	

た
だ
し
、一
九
七
四
年
に「
日
本
昔
話
記
録
」と
し
て
再
刊
さ
れ
た『
鹿

児
島
県
喜
界
島
昔
話
集
』
で
は
、
雑
誌
の
初
出
の
記
述
に
戻
す
。
岡

見
正
雄
「
再
版
解
説
」
を
参
照
。

（
32
）	

岩
倉
「
喜
界
島
昔
話
―
鹿
兒
島
縣
大
島
郡
―
」『
昔
話
研
究
』
一
―

四　

一
九
三
五
・
八
。

（
33
）	『
老
媼
夜
譚
』
と
『
加
無
波
良
夜
譚
』
と
は
、と
も
に
題
名
に
「
夜
譚
」

を
も
つ
だ
け
で
な
く
、本
の
つ
く
り
が
似
て
い
る
。『
加
無
波
良
夜
譚
』

を
出
す
に
際
し
て
、
ひ
と
つ
の
目
安
と
な
っ
た
の
が
『
老
媼
夜
譚
』

だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
34
）	

伊
波
普
猷
に
よ
る
と
、岩
倉
は
喜
界
島
の
方
言
集
を
編
む
過
程
で
「
東

條
氏
〔
藤
久
注
：
東
條
操
〕
の
『
方
言
採
集
手
帖
』
に
よ
つ
て
、
更

に
多
く
の
語
彙
を
加
へ
」
て
い
た
と
い
う
（
注
（
22
）
よ
り
）。『
方

言
採
集
手
帖
』
を
携
え
て
の
語
彙
の
拾
い
集
め
方
は
、
岩
倉
の
場
合
、

昔
話
の
こ
と
ば
を
聴
き
集
め
、
書
き
と
め
る
際
に
も
影
響
し
た
の
か
、

今
後
考
え
て
い
き
た
い
。

（
35
）	

岩
倉
「
盲
の
水
の
神
（
蛇
女
房
）」『
昔
話
研
究
』
一
―
九　

一
九
三
六
・
一
。

（
36
）	

岩
倉
「
奄
美
大
島
昔
話
」『
昔
話
研
究
』
二
―
三　

一
九
三
六
・
七
。

（
37
）	

岩
倉
「
南
蒲
原
郡
昔
話
（
二
）
―
新
潟
縣
南
蒲
原
郡
葛
巻
村
其
他
―
」

『
昔
話
研
究
』
一
―
二　

一
九
三
五
・
六
。

（
38
）	

岩
倉
「
南
蒲
原
郡
昔
話
」『
昔
話
研
究
』
二
―
一　

一
九
三
六
・
五
。

（
39
）	『
島
』
一
―
四
「
喜
界
島
昔
話
（
三
）」
の
途
中
で
、「
以
上
十
一
月

二
十
三
日
午
後
の
話
」
と
記
さ
れ
る
。
日
時
の
記
述
は
、
連
載
三
回

目
に
し
て
こ
こ
で
初
め
て
あ
ら
わ
れ
、
こ
の
「
以
上
」
は
、「
喜
界

島
昔
話
」（
一
）、（
二
）
か
ら
（
三
）
の
途
中
ま
で
を
指
す
と
考
え
た
。

富
實
禎
さ
ん
に
話
を
聴
い
た
の
は
二
十
三
日
が
初
日
で
、「
天
道
さ

ん
金
の
綱
」
と
い
う
題
名
に
該
当
す
る
昔
話
は
、内
容
か
ら
こ
の
「
姉

妹
と
鬼
」
と
判
断
し
た
。

（
40
）	

岩
倉
「
喜
界
島
昔
話
（
二
）」『
島
』
一
―
三　

一
九
三
三
・
七
。

（
41
）	

岩
倉
「
喜
界
島
昔
話
（
五
）」『
島
』
一
―
六　

一
九
三
三
・
十
。

（
42
）	

岩
倉
「
喜
界
島
昔
話
（
三
）」『
島
』
一
―
四　

一
九
三
三
・
八
。

（
43
）	

岩
倉
「
喜
界
島
昔
話
（
四
）」『
島
』
一
―
五　

一
九
三
三
・
九
。

（
44
）	
注
（
22
）
拵
論
文
に
同
じ
。

（
45
）	
日
本
常
民
文
化
研
究
所
編
『
日
本
常
民
生
活
資
料
叢
書
』
二
十
四　

一
九
七
三　

三
一
書
房
。

（
ふ
じ
ひ
さ
・
ま
な
／
東
京
大
学
大
学
院
）


